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インフォテリア株式会社 

インフォテリア、ASTERIA WARP の最新バージョンを出荷開始 

～ 新機能の追加によりプロジェクトの見える化と IT ガバナンスの対応を強化 ～ 

インフォテリア株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：平野洋一郎、証券コー 

ド：3853）は、国内 EAI ソフトウェア出荷数３年連続 No.1（注 1）である ASTERIA シ 

リーズの「ASTERIA WARP」（アステリア ワープ）の最新バージョン「ASTERIA WARP 
4.3」を本日から出荷することを発表いたします。 

最新バージョン「ASTERIA WARP 4.3」では、企業ＩＴシステムのコスト削減には欠かせ 

ない、システム統合の要となるデータ連携開発をより効率化できるよう機能を強化いたし 

ました。また、大規模開発やＩＴガバナンスにおいて要望の高かったバージョン管理機能 

を新たに搭載いたしました。 

最新バージョンでは、システム開発のソースコード管理システムとして定評のあ 

る”subversion”との連携機能を搭載したことにより多人数の開発おける、 更新履歴情報の管 

理、過去バージョンへのロールバック、新バージョンへのブランチなど、システム開発に 

求められる、プロジェクト管理の可視化、また、IT ガバナンスにおいて求められる IT シス 

テムの開発・更新履歴の保存が可能となります。 

なお、「ASTERIA WARP」のバージョンアップと同時に、「ASTERIA WARP Lite」もバー 

ジョンアップし、「ASTERIA WARP Lite 4.3」として提供開始いたします。 

ASTERIA の最新バージョンで強化される主な点は、以下の通りです。 

【機能ハイライト】 

* ASTERIA Designer、管理コンソールの subversion 連携（バージョン管理機能） 

（WARP のみ） 
* MQ トリガー機能（WARP のみ） 
* フロー比較ツール（WARP のみ）



* セキュリティプロトコル対応（SMTPS、POPS、IMAPS、SFTP）（一部 WARP の 

み） 
* データストリームの再利用機能（WARP のみ） 
* データストリーム構造のテンプレート機能 （WARP のみ） 
* パイプラインコーディネータ上でのファイル操作機能 （WARP, Lite） 
* ZIP 圧縮機能アクションの追加 （WARP, Lite） 

（注 1）テクノシステムリサーチ社「2006 年ソフトウェアマーケティング総覧」、「2007 年 

ソフトウェアマーケティング総覧」、「2008 年ソフトウェアマーケティング総覧」による 

■インフォテリア株式会社について 
1998 年に国内初の XML 専業ソフトウェア会社として設立されたインフォテリア株式会社 

は、ビジネスにおける企業内外の多種多様な「つなぐ」を実現し、コミュニケーションを 

迅速化、可視化するためのソフトウェアを開発・提供しています。主力製品の「ASTERIA」 

は大企業、中堅企業を中心に５００社以上（2008 年９月末現在）の企業に導入されていま 

す。 

→ http://www.infoteria.com/ 

※Infoteria およびインフォテリアは、インフォテリア株式会社の商標です。ASTERIAは、 

インフォテリア株式会社の登録商標です。 

※本文中の商品名は、各社の商標または登録商標です。 

※テクノシステムリサーチ社「2008年ソフトウェアマーケティング総覧」 。 
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